
豚流行性下痢（ＰＥＤ） 
侵入防止対策の再徹底をお願いします 

家 畜 衛 生 情 報 

 

 侵入防止のためPED防疫マニュアルを再確認しましょう 
 
 

 ◎母豚へのワクチン接種による新生子豚損耗防止 
   ワクチン接種した母豚から産まれ、その乳汁を飲んだ子豚の死亡率が低下します 
 

 ◎飼養衛生管理の徹底 
  ・関係者以外の農場への立入制限 
  ・人及び車両の出入りの際の消毒等の徹底  
  ・排泄物のこまめな処理、豚舎消毒の徹底 
  ・豚舎専用の長靴、衣服の使用 
  ・ネズミ、野生動物等の侵入防止（網の設置、残餌を片付ける） 
  ・消毒は有機物を除去してから、逆性石けん系、アルデヒド系等を適正な濃度と頻度で 
 

 ◎導入豚の隔離（2～４週間）の徹底 
   PEDの症状が消えたあとも、一定期間大量のウイルス排出する場合があります 
 

 通報が遅れ被害が拡大した事例が確認されています  
 ◎異常を見つけた場合は速やかに連絡願います（土・日・祝日・時間外も） 

０５７４－２５－３１１１ 
閉庁時は録音テープに従い「1番」をプッシュ 

守衛に緊急事例である旨を伝えると家保職員につながります   
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PEDの発生しやすい 

状況が続いています 

○発生状況 （３月２２日現在） 
 
 

 発生県  ：２５都道県 
 

 発生戸数：１８２戸 
 

 発生頭数：１６２，３０８頭 
 

 死亡頭数：３４，８２２頭 
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 ◎PEDの発生件数の推移（週毎） 平成２６年９月以降 
（農水省HPより） 
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